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　８月１９日、２０日に三重県伊勢市で開催された、第１０回全国高校生交流フェアに、天草
拓心高校SBP部の皆さんと参加してきました。SBPアワード代表発表会では、エントリーし
た２４校の中から予選を勝ちぬいた７校の発表があり、いずれも優劣がつけがたい素晴らし
い発表で、多くの学びがありました。来年は、拓心高校の生徒たちも先輩の意思を引き継ぎ、
さらなる高みを目指し、活動を続けて欲しいと思っています。
　今年は第１０回の記念企画として、沖縄県西原町の高校生「NS２BP」による演劇が行われ、
笑い、涙、感動の１１０分、高校生とは思えない演技に拍手が鳴りやみませんでした。
　私の地域づくりのキーワードは、「ひと・であい」です。これまで全国各地の地域づくり
のキーマンを訪ね、多くの人々との出会いがありました。その中で、私が地域づくりの師と
仰ぐ、鹿屋市柳谷集落（通称：やねだん）の豊重哲郎さんの語録の一部を紹介してみたいと
思います。
・普段は使われていないものがあるがこうしたものこそ重要。高齢者の体験は最高の財産、

これに加えて耕作放棄地も財産。
・地域を再生させるためには、行政に頼っていてはダメ。補助金というのは「はい、どう

ぞ」と天から降ってきたようなお金、そこには感動がない、だからアイデアも出ない。
自分で汗してお金を作って使うなら、みんな真剣に考える。アイデアや提案が出てくる。
そのお金が実際に使われる段階になると皆感動する。

・地域再生は、ボランティアの延長線上では長続きしない、ビジネス感覚をいつでも持って
いることが大事。

　様々な課題を抱えている天草において、課題解決のために豊重さんの言葉を今一度思い起
こし参考にしてみたら、きっといいアイデイアが生まれるかもしれません。
 「物は見てみろ、人には会ってみろ、足で歩いて行ってみろ」これは野菜のみそ漬け「市
房漬」で有名な農産加工グループ、湯前町下村婦人会の初代会長、山北幸さんの言葉です。
私は、この言葉を常に意識して行動しています。
　「情報」は知識ではない、「体験」が知識なのだと、アインシュタインは言っています。
また、富良野塾の主宰、倉本聰さんは「人間に必要なものは、発信力より受信力。受信とは
視覚・聴覚・臭覚・触覚・味覚の五感すべてを動員し、あらゆる現象を吸収することで、他
人が話したり、書いたもので受信したと錯覚したりしてはいけない。そこには嘘が必ず混
じっている。五感を研ぎ澄まし『心のアンテナ』を広げることが大事」と述べています。　
　これらの人たちの言葉を常に心に刻み、若者が帰ってきたい、住みたいと思えるような魅
力ある天草の未来に向かって行動していきたいと思っています。
　皆様のご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。
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い
た
だ
け
る
機
会
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

※
本
渡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、本
会
事
務
局（
市

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
）
☎
３
２
︲

６
６
６
１
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
度
の
「
第
１
回
本
渡

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
５
月
20

日
、
天
草
市
、
複
合
施
設
こ
こ
ら

す
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
、

委
員
な
ど
20
人
が
出
席
。
令
和
６

年
度
の
事
業
実
績
・
収
支
決
算
・

監
査
報
告
や
、
令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
今
年
度
も
「
ま
ち
づ

く
り
人
材
育
成
事
業
」「
ま
ち
づ

く
り
研
修
」
な
ど
、地
域
リ
ー
ダ
ー

や
担
い
手
の
育
成
を
中
心
と
し
た

事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
「
未
来

の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ

Ｂ
Ｐ
）
事
業
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
継
続
い
た
し
ま
す
。
各
事
業
の

情
報
は
、
本
紙
や
各
地
区
振
興
会

だ
よ
り
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
の

決算額……………………………………………………………… ２８，４９１，５２５ 円
　○天草市交付金………………………………………… １６，３１８，０００ 円
　○補助金収入………………………………………………………９００，０００ 円
　○繰越金… ……………………………………………………………１９４，２２２ 円
　○負担金… ……………………………………………………………… ９６，０００ 円
　○事業収入……………………………………………………………………６，０００ 円
　○ふるさと応援交付金…………………………………２，４０３，０００ 円
　○繰入金… ………………………………………………………８，５７３，４００ 円
　○雑入……………………………………………………………………………… ９０３ 円

決算額……………………………………………………………… ２８，３３３，５０６ 円
　○運営費… ……………………………………………………………４６３，９６６ 円
　○事業費… ………………………………………………… １２，９８４，５４０ 円
　　・未来の大人応援プロジェクト（SBP）事業	（２，８０９，３８０ 円）
　　・協議会だより発行事業　	 （８６９，５２０ 円）
　　・まちづくり研修事業（委員研修）　	 （６４９，２３０ 円）
　　・まちづくり研修事業（振興会職員研修）（　２２，０００ 円）
　　・まちづくり人材育成事業　	 （　４０，０００ 円）
　　・家庭料理大集合	 （　２１，０１０ 円）
　　・防犯カメラ設置事業	 （８，５７３，４００ 円）
　○地区振興会活動費… …………………………… １４，８８５，０００ 円
　　※１０地区振興会の活動費

　○次年度への繰越金… ………………………………………１５８，０１９ 円

育
成
を
目
的
と
し
て
研
修
を
行
う

も
の
で
す
。
過
去
に
実
施
し
た
人

材
育
成
事
業
を
踏
ま
え
、
実
践
に

つ
な
が
る
見
込
み
が
大
き
い
研
修

等
を
設
定
し
、
各
地
域
で
意
欲
の

あ
る
方
を
募
っ
て
実
施
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
協
議
会
の
ま
ち
づ
く

り
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
鹿

児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
自
治
公
民
館

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
や
ね
だ
ん

故
郷
創
生
塾
」
へ
の
参
加
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
研
修
は
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
団
体
や
地
域
な
ど
を

訪
問
し
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
び
、
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
で
、
気
づ
き
や
発
見
を
得
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
う
事

業
で
す
。

　
今
年
度
も
、
本
会
委
員
や
地
区

振
興
会
職
員
を
対
象
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
先
進
的
な
取

り
組
み
に
触
れ
る
研
修
を
検
討
し

ま
す
。

予算額……………………………………………………２５，４８６，０００ 円
　○天草市交付金…………………………………１６，３１８，０００ 円
　○繰越金………………………………………………… １５８，０１９ 円
　○負担金………………………………………………… １７０，０００ 円
　○ふるさと応援交付金… ……………………　３，８３９，０００ 円
　○繰入金………………………………………………５，０００，０００ 円
　○雑入… …………………………………………………………… ９８１ 円

予算額……………………………………………………２５，４８６，０００ 円
　○運営費………………………………………………… ５９１，０００ 円
　○事業費……………………………………………１０，００２，０００ 円
　　・未来の大人応援プロジェクト（SBP）事業	（２，７４８，０００ 円）
　　・協議会だより発行事業　	 （８８０，０００ 円）
　　・まちづくり研修事業（委員研修）　	 （５４０，０００ 円）
　　・まちづくり研修事業（振興会職員研修）（３８４，０００ 円）
　　・まちづくり人材育成事業　	 （３５０，０００ 円）
　　・家庭料理大集合	 （１００，０００ 円）
　　・防犯カメラ設置事業	 （５，０００，０００ 円）
　○地区振興会活動費　　　　　　　　　　１４，８８５，０００ 円
　　※１０地区振興会の活動費

　〇予備費………………………………………………………  ８，０００ 円

②

収　　　　入

令和７年度　収支予算
収　　　　入

令和６年度　収支決算

各
事
業
の
紹
介

支　　　　出 支　　　　出

掘り起こそう本渡の宝
                　伝えよう本渡の魅力

～ 令和７年度  第１回まちづくり協議会を開催 ～

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
審
議

③

※
Ｓ
Ｂ
Ｐ
…S

o
c
ia

l B
u
sin

e
ss 

P
ro

ject

の
略
で
、
地
域
課
題
を
ビ

ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
解
決
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
者
（
高
校
生
）

が
中
心
と
な
り
、
地
元
に
あ
る
地

域
資
源
（
人
、
モ
ノ
、
自
然
、
歴
史
、

産
業
な
ど
）
と
交
流
し
、
見
直
し
、

ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
事
業

　
天
草
拓
心
高
校
と
本
会
が
連
携

し
、「
未
来
の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）」
と
題
し
て
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
天
草
拓
心
高
校
の
Ｓ
Ｂ

Ｐ
部
が
中
心
と
な
り
、
防
災
用
非

常
食
に
関
す
る
活
動
や
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
た
い
焼
き
（
あ
ま
り
ん
焼

き
）
お
よ
び
天
草
晩
柑
を
使
っ
た

商
品
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
会
と
し
て
は
、
今
年
度
も

引
き
続
き
„
一
般
社
団
法
人
未
来

の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“
の

代
表
理
事
で
あ
る
岸
川
政
之
氏
と

と
も
に
、
高
校
と
連
携
し
て
取
り

組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
～
６
、８

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

（敬称略）本渡まちづくり協議会委員

役  職 氏　名 備　　　　考

会 　 長 中川　竹治 地域づくり団体

副 会 長 鬼塚　清武 楠浦地区振興会長

監 　 事 濵﨑　又幸 公募

〃 森　　暉夫 公募

委 　 員 亀子　研二 本渡南地区振興会長

〃 丸田　光二 本渡北地区振興会長

〃 井上　数馬 亀場地区振興会長

〃 平山　辰巳 枦宇土地区振興会長

〃 横山　廣志 志柿地区振興会長

〃 川﨑　　宏 下浦地区振興会長

〃 堀田　福男 本町地区振興会長

〃 原田　康秀 佐伊津地区振興会長

〃 中西　昭人 宮地岳地区振興会長

〃 江﨑　俊一 文化関係団体

〃 船田　公子 女性団体

〃 山下　修平 観光関係団体

〃 江崎　　晃 産業関係団体

〃 横田　早苗 社会福祉関係団体

〃 田口　珠代 子ども育成・青年団体

〃 松本　晴彦 健康福祉団体

ま
ち
づ
く
り
研
修

　
家
庭
料
理
大
集
合
と
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
各
々
家
庭
料
理
を
持

ち
寄
り
、
試
食
し
合
い
、
お
互
い

の
味
付
け
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
お
互
い

の
交
流
を
深
め
、
地
元
の
食
べ
物

の
豊
か
さ
を
感
じ
よ
う
と
昨
年
度

初
め
て
実
施
し
た
事
業
で
す
。

　
昨
年
度
の
課
題
を
踏
ま
え
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
参
加
し
て

　
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
本
会
事
務
局
（
市
ま
ち

づ
く
り
支
援
課
）
ま
た
は
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
協
議
会
だ
よ
り
は
、
年
２
回
、

本
渡
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
情
報
を
、
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
る
誌
面
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲本渡まちづくり協議会だより

▲家庭料理大集合レシピ集

協
議
会
だ
よ
り
発
行

「
お
い
し
い
あ
ま
く
さ
ほ
ん
ど
」

家
庭
料
理
大
集
合

　
地
域
の
犯
罪
や
交
通
事
故
の

未
然
防
止
お
よ
び
早
期
解
決
を
図

り
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
各
地
域
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
す
。

     

▶ 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

未
来
の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）事
業

活
用
し
て

”ま
ち
づ
く
り

“ 

や
”ビ

ジ
ネ
ス

“ 

を
提
案
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
地
域
で

応
援
し
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。



　
天
草
拓
心
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部
は
７

月
27
日
の
プ
レ
ミ
ア
部
門
１
番
目

で
発
表
を
行
い
、
先
輩
方
が
続
け

て
き
た
取
り
組
み
で
あ
る
【
あ
ま

り
ん
焼
き
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
た
い
焼

き
）
の
改
良
】
と
【
せ
ん
だ
ご
汁

の
改
良
】に
加
え
て
、【
晩
柑
シ
ロ
ッ

プ
】に
関
し
て
発
表
し
ま
し
た
。（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、
８
ペ
ー

ジ
参
照
）

　
８
月
３
日
に
は
、
７
月
26
日
・

27
日
に
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア
ワ
ー

ド
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
に
つ
い

て
、
講
評
と
結
果
発
表
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
評
価
に

つ
い
て
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
は

雅
（
50
点
以
上
75
点
未
満
）、
輝

（
75
点
以
上
90
点
未
満
）、
極
（
90

点
以
上
）
の
３
段
階
で
、
プ
レ
ミ

ア
部
門
は
銅
賞
（
50
点
以
上
75
点

未
満
）、
銀
賞
（
75
点
以
上
90
点
未

満
）、
金
賞
（
90
点
以
上
）
の
３
段

階
で
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
草
拓
心
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部
は
銀

賞
（
75
点
以
上
90
点
未
満
）
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
代
表

発
表
会
に
進
む
団
体
に
は
選
ば
れ

特
別
賞「
皇
學
館
大
学
賞
」を

受
賞
！

　
天
草
拓
心
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部
が
、

７
月
26
日
・
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
そ
し
て
８
月
19
日
・
20
日
に

三
重
県
伊
勢
市
の
皇
學
館
大
学
で

開
催
さ
れ
た
「
第
10
回
全
国
高
校

生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
」
に
参
加

し
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
発
表

や
、
他
校
と
の
交
流
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
と
は
、
全

国
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
高
校
が
、
取
り
組
み

の
紹
介
や
開
発
商
品
の
販
売
を
し

な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
た

め
の
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。

　
同
フ
ェ
ア
は
企
画
・
進
行
・
案

内
を
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
高
校
生
が
担
当
し
、
地
元

大
学
生
が
そ
の
裏
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
、
生
徒
や
学
生
主
体

の
フ
ェ
ア
で
す
。

　
ま
ず
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会

が
７
月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ
た

た
め
、
参
加
団
体
は
各
高
校
な
ど

に
集
ま
っ
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
で
は
、
発
表

す
る
21
団
体
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
２
日
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
取
り
組
み
内
容
の
説
明
（
５

分
）、
審
査
委
員
に
よ
る
質
疑
（
５

分
）
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
採
点
上
位
２
団

体
が
８
月
19
日
の
代
表
発
表
会
に

進
み
ま
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
部
門
で

は
、
今
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
４
団
体
が
、
取
り
組

み
内
容
の
説
明
（
10
分
）、
審
査
委

員
に
よ
る
質
疑
（
10
分
）
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
採
点
上
位
１

団
体
が
８
月
19
日
に
皇
學
館
大
学

で
、
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
昨
年
度
か
ら

工
夫
し
た
こ
と
は
何
か
。」・「
天
草

以
外
へ
の
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か
。」・「
せ
ん
だ
ご
汁
を

こ
れ
か
ら
販
売
す
る
の
に
値
段
設

定
は
ど
う
す
る
の
か
。」・「
発
表
の

時
、
１
年
間
の
工
夫
を
も
う
少
し

明
確
に
伝
え
る
と
よ
り
良
い
。」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
や
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
丁
寧
に
回

答
を
行
い
ま
し
た
。

⑤

　
第
10
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交

流
フ
ェ
ア
の
Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア
ワ
ー
ド
代

表
発
表
会
な
ど
現
地
開
催
が
、
８

月
19
日
・
20
日
三
重
県
伊
勢
市
に

あ
る
皇
學
館
大
学
で
開
催
さ
れ
、

天
草
拓
心
高
校
か
ら
も
参
加
し
ま

し
た
。

　
８
月
19
日
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア

ワ
ー
ド
代
表
発
表
会
に
進
ん
だ
６

団
体
及
び
、
プ
レ
ミ
ア
部
門
で
選

出
さ
れ
た
１
団
体
の
発
表
を
間
近

で
見
聞
き
し
ま
し
た
。
ど
の
高
校

も
見
て
い
る
人
に
自
分
達
の
取
り

組
み
内
容
を
伝
え
る
た
め
、
懸
命

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が

④

▲ステージの上でＰＲする様子　　　　

　
各
団
体
と
も
、
事
前
に
作
成
し

た
４
分
程
度
の
動
画
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の

後
審
査
委
員
か
ら
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
工
夫
を
凝

ら
し
た
発
表
で
、
自
分
た
ち
の
取

り
組
み
を
自
信
を
も
っ
て
発
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

▲発表の様子　　　 ▲本渡まちづくり協議会委員も発表を見学　　

第
10
回 

全
国
高
校
生

             

Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア

 
〜
学
生
の
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
祭
典
〜

〜
学
生
の
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
祭
典
〜

▲審査委員による結果発表と講評　　　　　　

感
じ
ら
れ
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
発
表
の
時
よ
り
厳
し
い

質
問
に
も
は
っ
き
り
と
答
え
て
お

り
、
活
動
に
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
践
発
表
交
流
会
で
は
、
天

草
拓
心
高
校
の
生
徒
２
名
と
他

校
の
生
徒
４
名
の
司
会
進
行
の
も

と
、
各
高
校
が
１
分
間
程
度
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
団

体
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
開
発

等
を
行
っ
た
商
品
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
天
草
拓
心
高
校
は
、
天

草
晩
柑
を
用
い
た
„
晩
柑
シ
ロ
ッ

プ
“
を
販
売
し
、
購
入
に
来
ら
れ

た
お
客
様
や
他
団
体
の
関
係
者
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
翌
８
月
20
日
午
前
中
に
は
６
つ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
天

草
拓
心
高
校
は
そ
の
中
の
「
Ｓ
の

絆
焼
き
を
焼
い
て
み
よ
う
！
」
と

「
世
界
で
ひ
と
つ
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

マ
グ
作
り
」
に
分
か
れ
て
参
加
し

ま
し
た
。

　「
Ｓ
の
絆
焼
き
を
焼
い
て
み
よ

う
！
」
で
は
、
人
気
た
い
焼
き
専

門
店
「
わ
ら
し
べ
」
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
実
践
で
は
、
愛
知
県
立
高
浜
高

校
の
生
徒
と
一
緒
に
焼
き
、
よ
り

良
い
商
品
を
作
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
世
界
で
ひ
と
つ
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
マ
グ
作
り
」
で
は
、
陶
磁
器
製

品
を
製
造
さ
れ
て
い
る
三
重
ナ
ル

ミ
株
式
会
社
か
ら
陶
磁
器
製
品
が

で
き
る
ま
で
の
説
明
が
あ
り
、
実

際
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
グ
カ
ッ
プ

作
り
の
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
の
午
後
は
、
決
勝
の

結
果
発
表
及
び
特
別
賞
の
発
表
、

審
査
員
交
流
会
、
表
彰
式
が
あ
り

ま
し
た
。
天
草
拓
心
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ

部
は
、
特
別
賞
と
な
る
「
皇
學
館

大
学
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
賞
を
選
定
い
た
だ
い

た
審
査
員
で
あ
る
「
皇
學
館
大
学
　

特
別
教
授
　
新
田
様
」
と
交
流
会

を
と
お
し
、
受
賞
理
由
の
説
明
や
、

▲販売の様子

▲他校の生徒と一緒に焼く様子　　 ▲マグカップ作り体験の様子

今
後
の
活
動
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
い
た
だ
く
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
始
め
は
緊
張
し

て
い
た
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部
で
し
た
が
、
次

第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
自

分
達
の
考
え
を
発
言
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲特別賞審査員との意見交換　　　　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア
ワ
ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン

発
表
会　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア
ワ
ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン

発
表
会
の
結
果
発
表
と
講
評　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
ア
ワ
ー
ド
代
表
発
表
会
・

実
践
発
表
交
流
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
の
年
に
、
銀
賞
と
皇

學
館
大
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
私

た
ち
の
活
動
を
評
価
し
て
も
ら
い
、

現
在
の
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
課
題
も
見
え
た
の
で
、
今

後
は
後
輩
た
ち
に
し
っ
か
り
引
き
継

ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
頑
張
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
３
年
間
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
活

動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
を
進
路
先
で
も
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
２
度
目
の
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交

流
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
、
他
の
団
体

の
発
表
を
聞
い
て
ま
だ
ま
だ
成
長
で

き
る
点
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
今

回
は
実
践
発
表
交
流
会
の
司
会
も
さ

せ
て
頂
き
、
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
実
践
発
表
交

流
会
で
は
晩
柑
シ
ロ
ッ
プ
を
販
売
し
、

す
ぐ
に
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
他
の
団

体
と
交
流
を
し
て
い
く
中
で
、
勉
強

に
な
る
部
分
や
新
た
な
発
見
な
ど
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

自
分
た
ち
の
活
動
で
生
か
し
て
い
け

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
回
は
銀
賞
と
皇
學
館
大
学
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
が
課
題
や
反
省
点
は
ま

だ
ま
だ
あ
る
の
で
来
年
へ
向
け
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
今
回
初
め
て
全
国
高
校
生

Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
他

校
の
発
表
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と

は
、
大
人
の
方
々
と
協
力
し
て
研
究

し
た
り
、
自
分
た
ち
だ
け
で
ア
ポ
取

り
を
し
た
り
し
て
い
て
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
の
仕
方

が
と
て
も
上
手
で
真
似
し
て
み
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
19
日
の
終
盤
で

沖
縄
県
の
皆
さ
ん
が
劇
を
し
て
く
だ

さ
り
た
く
さ
ん
感
動
し
て
面
白
か
っ

た
し
、
い
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
終
日
の
結
果
発
表

で
新
田
先
生
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
と
て
も
い
い
機
会
で
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
先
輩
方
か
ら
受
け
継

ぎ
を
し
、
あ
ま
り
ん
焼
き
や
晩
柑
シ

ロ
ッ
プ
な
ど
の
改
良
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

激
を
受
け
た
と
同
時
に
、
勉
強
に
な

る
と
感
じ
た
事
が
す
ご
く
多
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
実
践
販
売
交
流
会
な

ど
で
全
国
の
高
校
生
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
改
め
て
ほ
か
の
高
校
が
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ど

う
い
う
思
い
で
活
動
を
し
て
い
る
か

な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今

回
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今

回
は
銀
賞
と
い
う
結
果
だ
っ
た
の
で
、

持
続
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立

つ
活
動
と
な
る
よ
う
に
１
、２
年
生

に
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
を
し
、
天
草

の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
卒
業

ま
で
の
間
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
私
は
、
今
回
で
３
回
目
の
交
流

フ
ェ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
他
の
高
校
の
発
表
を
聞
い
て
、

各
校
と
も
に
自
分
た
ち
の
活
動
に
自

信
を
も
っ
て
発
表
し
て
お
り
、
ス
ラ

イ
ド
の
作
り
方
や
発
表
の
仕
方
な
ど
、

私
た
ち
の
発
表
で
も
参
考
に
し
た
い

⑦ ⑥⑦⑦

　　

　　

⑥

　
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
他

校
の
取
り
組
み
を
直
接
見
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

普
段
の
活
動
で
は
得
ら
れ
な
い
、
視

点
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
の
可
能
性
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経

験
が
で
き
た
の
は
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
天
草
を

輝
か
せ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、ご
支
援・

ご
指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
代

表
で
発
表
し
て
い
た
団
体
が
た
く
さ

ん
の
高
校
生
や
大
人
の
前
で
堂
々
と

発
表
し
て
い
る
姿
を
見
て
す
ご
く
刺

３
年
　
岩
﨑
　
舞
侑

３
年
　
井
上
　
彩

２
年
　
吉
田
　
要

１
年
　
左
﨑
　
紗
代

天
草
拓
心
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部

第
10
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て　
　
　
　
　

３
年
　
松
藤
　
陽
香

（敬称略）

森　　信暁（愛知県） 山本　淳一（大阪府） 兵藤　和洋（愛知県） 福田　良治（東京都） 
中村　光男（茨城県） 久住　智幸（神奈川県） 横山加奈子（京都府） 神田盛恵子（大阪府）
吾妻喜左子（大阪府） 飯星　　明（栃木県） 大中　春菜（福岡県） 福田　忠行（埼玉県） 
鵜川　　歩（東京都） 大川　　出（沖縄県） 山下香菜子（東京都） 松本　寛乃（福岡県）

匿名希望の方を含め、合計 84名の方に寄附をいただきまして、ありがとうございます。

〔令和７年３月～令和７年８月　本渡まちづくり協議会受領分〕

善意の寄附ありがとうございました

「ふるさと納税」で、天草本渡のまちづくりを応援してください。応援したいまちづくり協議会
または地区振興会を指定できます。市外にお住まいのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、
ご周知くださいますようよろしくお願いいたします。

ふるさと応援寄附金として

１
年
　
根
岸
　
海
凪

本渡まちづくり事故見舞金・火災見舞金制度
もしもの時のためにもしもの時のために

本渡まちづくり事故見舞金

本渡まちづくり火災見舞金

　本渡まちづくり協議会では、本渡地域にお住まいの方で、社会体育行事・地域コミュニティ活
動（まちづくり協議会、地区振興会、区、自治公民館が主催する活動）に参加中の事故等により
負傷された方などに対し、事故見舞金を支給する制度を設けています。
　もし、これらの行事・活動において負傷された場合は、お住まいの地域の各地区振興会までご
相談ください。

　支給される見舞金の額は次のとおりです。

　本渡地域にお住まいの方の住家が火災により罹災した時に、見舞金を支給する制度です。支給
される見舞金の額は、被害の程度により異なりますので、詳しいことは、お住まいの地域の各地
区振興会もしくは本渡まちづくり協議会にお尋ねください。

　
今
回
初
め
て
全
国
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流

フ
ェ
ア
に
参
加
を
し
、
他
校
の
発
表

を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
高

校
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
発
表
を
し
て
い

て
、
僕
の
所
属
し
て
い
る
Ｓ
Ｂ
Ｐ
部

以
上
の
研
究
結
果
を
出
し
て
い
る
高

校
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
改
め
て
凄
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
19
日
の
交

流
フ
ェ
ア
の
終
盤
に
見
た
沖
縄
県
の

Ｎ
Ｓ
²
Ｂ
Ｐ
の
人
達
に
よ
る
「
さ
わ

り
ん
と
運
玉
義
留
」
の
劇
は
と
て
も

出
演
者
の
衣
装
や
メ
イ
ク
な
ど
の
ク

オ
リ
テ
ィ
が
高
く
て
、
演
劇
を
観
ず
、

詳
し
く
な
い
僕
で
も
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
僕
は
演
劇
を
観
る
の
は
今
回
の

「
さ
わ
り
ん
と
運
玉
義
留
」
の
劇
で

人
生
初
な
の
で
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

区　　　　　　　　分 　支　給　額

死　　亡
事故を直接の原因として６０日以内に死亡した場合 ４０万円

事故を直接の原因としないで死亡した場合 ２０万円

負　　傷
医師の診断による。ただし、１８０日までを限度とする １日  １，０００ 円

診断書費用（実費）を加算する



令和７年９月１日現在
　（令和７．３．１との比較）

【
本
渡
南
】   

【
本
渡
北
】  

【
亀

　

 

場
】    

【
枦
宇
土
】   【
志

　

 

柿
】  【
下

　

 

浦
】   

【
楠

　

 

浦
】   【
本

　

 

町
】    

【
佐
伊
津
】 
【
宮
地
岳
】   

【
合

　計
】

男…………3,552人 （－  37）
女…………4,041人 （－  64）
計…………7,593人 （－101）
世帯数……3,725  （＋    1）
高齢化率……36.0%

男…………5,384人 （－  20）
女…………5,908人 （－    9）
計……… 11,292人 （－  29）
世帯数……5,323   （＋  38）
高齢化率……25.4%

男…………2,048人 （－    8）
女…………2,297人 （－    6）
計…………4,345人 （－  14）
世帯数……1,907   （＋  19）
高齢化率……26.4%
男……………254人 （－    6）
女……………259人 （－  13）
計……………513人 （－  19）
世帯数………253   （－    4）
高齢化率……52.2%

男…………1,110人 （－  26）
女…………1,321人 （－  22）
計…………2,431人 （－  48）
世帯数……1,141   （－  20）
高齢化率……40.4%

男……………710人 （－  21）
女……………788人 （－  18）
計…………1,498人 （－  39）
世帯数………725   （－    5）
高齢化率……49.6%

男…………1,048人 （－    8）
女…………1,100人 （－  22）
計…………2,148人 （－  30）
世帯数………976   （－    5）
高齢化率……41.8%

男……………737人 （－  12）
女……………746人 （－    7）
計…………1,483人 （－  19）
世帯数………826   （＋    1）
高齢化率……46.1%

男…………1,390人 （－  14）
女…………1,590人 （－    5）
計…………2,980人 （－  19）
世帯数……1,436    （＋    8）
高齢化率……39.8%

男……………200人 （－  11）
女……………211人 （－ 　4）
計……………411人 （－  15）
世帯数………217   （－ 　6）
高齢化率……56.7%

男……… 16,433人 （－163）
女……… 18,261人 （－170）
計……… 34,694人 （－333）
世帯数… 16,529   （＋  27）
高齢化率……33.8%

【編集・発行】

熊本県天草市東浜町８番１号
〒863-8631

今年度取り組んできた活動について紹介いたします。

ＳＢＰ部の活動の様子をインスタグラムで発信しています。
是非ご覧ください。

天草拓心高校ＳＢＰ部の活動紹介天草拓心高校ＳＢＰ部の活動紹介

晩柑シロップ

あまりん焼き

▲晩柑フェア試食会の様子 ▲晩柑シロップ

　昨年度から販売していた晩柑ソースを、新たに「晩柑シロップ」として改良し
販売しています。また、６月１日から７月31日まで開催された「あまくさ晩柑フェ
ア2025」にも参加しました。このフェアを通してたくさんの方に購入していただき、
【晩柑シロップ】を広くPRする大きな機会となりました。
　現在は、天草拓心高校（本渡校舎）、山下果樹園様で販売しています。今後
は、天草管内の道の駅でも販売する予定です。

　　販売価格　150ml：600円

　天草市の花ハマボウとイルカをモチーフにした、オリジナルたい焼き「あまりん
焼き」を各地域のイベント等で販売しています。７月20日には、銀天街で毎月第３
日曜日に開催されている“まちはみんなの遊園地“でも販売しました。また、１か月
に１回、天草拓心高校本渡校舎内での販売も行っています。そこでは、先生方や生
徒に購入していただき、SBP活動をPRすることができています。
　今後、販売の機会がございましたら、本渡まちづくり
協議会事務局までご連絡ください。天草拓心高校SBP部
にお繋ぎいたします。

 

▲校内販売の準備の様子

 
 9 月 21  日（日） まちはみんなの遊園地（中央銀天街）
 10 月 19  日（日） まちはみんなの遊園地（中央銀天街）
 10 月 26  日（日） あまくさ福祉まつり（天草市民センター）
 11 月 23  日（日） 本町ふるさとまつり
                （本町地区コミュニティセンター周辺）
 12 月 21  日（日）まちはみんなの遊園地（中央銀天街）

　 

【今後の出店予定】

※様々な事情により、予告なく出店を取りやめることもありますので、
　ご了承ください。

⑧


